
行政機関 ＇ 令和元年度要望事項 新規・継続 校区 令和元年度要望に対する回答 備考

国土交通省 1. 一般国道1 0号の整備について 継続 共通 平成26年度に事業化、 平成2 8年度に地元説明会、 平
①旦野際から中判田間拡幅(4車線 H15以前～ 成2 9年度には全線の用地の幅杭の設匿が完了したところ
化）の早期完成 で、 平成 3 0年度は引き続き用地の調査を実施。 3 1年度

は鴛野地区の改良工事に着手する予定である。 早期に完成
できるよう事業を進めてまいりたい。

2. 一般国道1 0号の維持管理につ 継続 共通 除草を6月から9月の間に1回実施済みであり1 0月か
いて ら部分的に2回目の除草を実施するなど、 特に支障がある

II ①大南地区内の植栽帯の撤去 と思われる要望地区については年2回の除草を行ってい
る。 昨年度は大野川水管橋先交差点から大塔交差点までの
下り線（約1. 7キロ）の歩道の植栽帯について防草対策を実
施した。 今年度は大塔入口から上流の筒井交差点までの防
草対策を行う。 抜本対策は、 植栽帯を撤去し歩道を広くす
る工事の実施を考えているが全ての実施は難しいためご意
見を十分に聞いたうえで対策方法や時期を含め優先度の高
い箇所から対策していく。

3. 大野川の整備について 継続 戸次 常設の排水ポンプの設置については採択要件に該当しな 浸水戸数 50 戸以上必要、 過去床上
①戸次古川・大内水門への排水ポン H17~ い為大雨による内水浸水被害が予見される場合は、 緊急排 50、 床下 200 以上の実績必要

＂ ブの設置（常設） 水ポンプ車による排水作業を実施する。 また、 迅速に排水
開始が可能になるよう堤防上に乗り越し勾配管を設置。 出 H30 より国土交通省へ要望一本化
水期前の排水ポンプ機器の車前設置を行い内水被害の軽減
に努めている。

②大南大橋から白滝橋間右岸土手の 継続 戸次 毎年2月に、 河川全線に渡って堤防点検を実施してい R 1上冬田より大野川の河床掘削に
補強及び大野川の樹木撤去、 河床掘 竹中 る。 出水時においては河川の巡視を行い、 堤防や波導の状 ついて要望あり

＂ 削 況に異常がないか確認しており、 舟本大橋から上流におい
て点検の結果、 対策が必要な箇所については堤防の法面補
修などを実施している。

また 、 大野川における河道内の樹木や堆積土砂の撤去に
ついては、 これまでも必要に応じて実施してきたが、 平成
2 9年9月の台風1 8号の出水を踏まえ現在も下流側から
順次実施している。 地域の皆様からも堤防の異常など何か
あれば当事務所または大野川出張所に連絡いただきたい。

③竹中第二樋管にある排水ポンプの 継続 竹中 採択要件に該当しないため制度上実施できない。 今後も
＂ 排出能力の強化 内水被害の軽減として大野川本線水位を下げるため順次河

床掘削等必要な対策を検討したい。

④戸次大内地区の深迫川への樋門及 継続 戸次 採択要件に該当しないため制度上実施できない。 大野川
び内水排除ポンプの設置 本線の水位を下げるため樹木の伐採を今年度も実施してい

II 

る。 また、 今後も内水被害の軽減として大野川の水位を下
げるため順次河床掘削等の必要な対策を検討する。
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